
 

第39期第6回理事会議事録 

 

日 時：2016年11月21日（月）13時00分～14時50分 

会 場：ちよだプラットフォームスクウェア 会議

室501,502（東京都千代田区） 

出席理事：岩崎俊樹，瀬上哲秀，石原幸司，榎本 剛，

近藤 豊，佐藤正樹，塩谷雅人，高薮 出，

竹見哲也，仲江川敏之，平松信昭，山田和

孝，渡部雅浩，以上13名 

Web会議システムを通じた出席理事：坪木和久，堀之

内武，以上2名 

（理事現在数20名） 

出席監事：なし  

その他の出席者：田中省吾，長谷川洋平，土井恵治，

横山博文（以上支部長），松田博之（沖縄支部長代

理），下道，渡辺，志村（事務局） 

議 題 

１．第39期第5回理事会議事録の確認 

２．会員の新規加入等について 

新入会7，退会6を全会一致で承認した．2016年

11月16日現在，会員数3,486名で個人会員は3,241

名． 

３．各委員会からの報告 

庶務…以下の報告があった． 

1）転載許可 

①申請者：（株）朝倉書店 

転載元： 図 6，Ninomiya,K.and 

Shibagaki,Y.,2007:Multi-Scale Features 

of the Meiyu-Baiu Front and Associated 

Precipitation Systems, 

J.Meteor.Soc.Japan, 85B,103-122. 

転載先：「自然地理学事典」（山下脩二ほか

編），B5-2 前線・梅雨前線・秋雨前線の

システム（高橋日出男著）中，2017年 1月

刊行予定 

2）後援名義等使用依頼受付 

①名称：TPU JURC 国際ワークショップ

「International Workshop on Gusty Wind, 

Thermal Environment, and Energy 

Saving」 

主催：東京工芸大学 風工学 共同利用・共

同研究拠点 

期日：2017年 3 月 9日－10日 

場所：東京工芸大学 厚木キャンパス 

名義：後援 

  ②名称：No.16-147 講習会「流体とインフォ

マティクス～最適化,統計データ分析で

見えてくる新しい世界～」 

主催：一般社団法人 日本機械学会 

期日：2016年 12 月 22日 

場所：東京大学生産技術研究所 S棟プレゼ

ンテーションルーム 

名義：協賛 

 ③名称：九州ライフガード TEC～防災・減災・

危機管理展～ 

主催：名古屋国際見本市委員会 

期日：2017年 9 月 20日－21日（予定） 

場所：グランメッセ熊本（予定） 

名義：協賛 

 ④名称：第 22回計算工学講演会 

主催：一般社団法人 日本計算工学会 

期日：2017年 5 月 31日－6月 2日 

場所：ソニックシティ 

名義：協賛 

会計…2016年10月分の収支及び現預金検査報告． 

企画調整…第39期の評議員の候補者について検討

を行った． 

講演企画…以下の報告があった． 

・秋季大会で試行した電子版予稿集（CD）に

ついてのアンケート結果の報告．電子版の利

用割合が高く，ダウンロード形式の希望が高

かった． 



 

・来年度の予稿集の入札について．電子版の

方向性が固まっていないため，1年契約とした

ことが報告された． 

・秋季大会の授賞式と受賞記念講演に関して

報告． 

・専門分科会とスペシャル・セッションの統

合について，統合後の専門分科会規程案の検

討を行った． 

天気…Vol.63  No.11（2016年11月号）の掲載記事

と， Vol.63  No.12,Vol.64 No.1（ 2016年

12,2017年1月号）の予定記事の報告．  

気象集誌…今年の論文の投稿と査読状況について

報告． 

SOLA…査読進捗状況について報告．今年に入って

投稿は101編と例年より多いことが報告され

た． 

学術…第39期評議員会の候補者について，学術委

員会内で検討を行い，案を提示したとの報告

があった． 

気象災害…地球惑星科学連合（JpGU）のシンポジ

ウムについて，連合は災害にどう立ち向かう

かをテーマにするとのことで，気象学会の対

応について検討していることが報告された．

また，気象災害委員会のホームページを作成

中であることが報告された． 

気象研究コンソーシアム…気象庁のレーダーデ

ータについて，春季大会の専門分科会後の提

供に向けた手続きを進めていることが報告

された． 

教育と普及…ジュニアセッションに関連し，裾野

を広げるため，興味を持った先生や生徒向け

に事前応募枠を設けてジュニアセッション

当日の参加費を免除することを全会一致で

承認した．また、以下の報告があった． 

・年明けに気象サイエンスカフェつくばを開

催予定 

・気象予報士CPD認定に向けての進捗 

・公開気象講演会と夏季大学について，それ

ぞれ豪雨と気象衛星ひまわりを取り上げる 

・1月8日に気象教育懇談会を開催予定 

国際学術交流…海外学会参加費補助について，

ACMへの参加に対して重点的に補助する方針

を全会一致で承認した．  

 

 

平成28年12月26日 

公益社団法人日本気象学会 

理事長 岩崎 俊樹 

 

 

 


